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嗅覚と触覚および表現目的が絵画に及ぼす影響についての基礎研究
― 中学生のパイナップル描画の一考察 ―
清田　哲男
　本稿は，観察による描画表現に，視覚と嗅覚，触覚等の諸感覚による相互作用の影響につ
いての研究をすすめるにあたり，調査に参加する生徒の前提条件（嗅覚による描画経験，触
覚による描画経験，あるいは表現目的の違い）をつけるための予備調査として位置づける。
　嗅覚を活用した観察による表現活動では，パターン化されたイメージ表現を描く傾向が確
認できた。また，触覚を活用した観察による表現活動では，迫真性が高く，立体への意識も
比較的高いなどの傾向が確認できた。さらに，他者へ主題等を伝えることを目的に描かせた
場合，自己の思いに自由に表現することより，色数や，描画面積が増える傾向も確認できた。
以上の傾向は，今後の諸感覚と視覚との相互作用による表現活動研究の仮説として，あるい
は研究の方向性としての重要な成果である。
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１．研究の概要
（１）研究の目的
　本研究は，感覚間の相互作用が児童生徒の造形に
与える影響を明らかにし，美術・図画工作教育にお
ける豊かな表現活動のための効果的な支援への基礎
研究である。
　現在，多くの造形に関する授業において，観察に
よる描画が指導されている。表現活動において，「見
ること」や「深く観察すること」の重要性は改めて
強調するまでもない。描画対象である自然や静物等
のよさや美しさを感じ取るためには，観察を抜きに
はその達成は難しいと言えよう。無論，表現者は視
覚情報からだけで描画をしているわけではない。
　竹内博が，「感性作用を高めるために，それぞれ
の感覚特性を生かしつつ，諸感覚が協応的，共時的
に働くようにすると良い」１）と述べているように，
児童生徒が，対象を見つめることによって，視覚で
とらえた形や色，空間に加え，その場の匂いや音，
触れた時に皮膚から伝わる温度や質感等の感覚を相
互作用させていると言える。
　ならば，児童生徒が，観察と表現を繰り返すこと
で，常に新たな体験的な感覚や知識，それに伴う感
情などを積み重ね，より豊かな表現の可能性を高め，
より多面的に，あるいは俯瞰的に表現対象と接する
ことが期待できよう。
　しかし，美術教育領域で，視覚と触覚，または視
覚と嗅覚を相互作用させて感じたことを表現した場
合と，視覚のみで観察・表現した場合での違いなど
についての科学的，客観的な視座からの纏まった研
究はない。また，対象への知識などの記憶と表現と
の関係，動機や目的と表現との関係も同様である。
　そこで，児童生徒の観察による描画制作において，
感覚間で相互作用を用いた場合の描画表現に表れる
効果，及び，観察対象に関する知識や目的の量や質
が表現活動にもたらす影響について考察を行い，今
後の造形活動の新たな支援のあり方を思考する基盤
をつくることを目指した。
－ 106 －
清田　哲男
（２）本研究の概要と本調査の位置づけ
　本研究では，嗅覚や触覚などの諸感覚を意識した
描画体験を恣意的に生徒に繰り返えさせることが，
その後の表現活動へどのように影響するかについて
考察を行う。今回の調査対象は，岡山大学教育学部
附属中学校である。
　生徒を嗅覚グループと触覚グループ，および，未
体験グループの３つに分け，嗅覚と触覚の２グルー
プのみに恣意的に嗅覚と触覚を意識させて描画体験
をさせる。さらに，嗅覚グループと触覚グループを
それぞれ，自由に表現する心象表現クラスと，感じ
たことを誰かに伝える適応表現クラス，さらに未体
験グループを合わせた５つのクラスに分けた（表
１）。そして，最後に，５つのグループに同じ環境，
条件を与え，恣意的ではなく観察による描画（写生）
を自由にさせ，その作品の傾向などから視覚とその
他の感覚との間での相互作用の状況を捉える。
岡山大学教育学部附属中学校嗅覚グループ
心象表現クラス 2年 B 組 40名
適応表現クラス 2年 E 組 39名
触覚グループ
心象表現クラス 2年 A 組 40名
適応表現クラス 2年 C 組 40名
未体験グループ 2年 D 組 40名
表１　本調査のグループ・クラス分け
　研究の中での位置づけとして，今回の調査では，
嗅覚や触覚を恣意的に意識させた「写生による描画
体験」である。観察の対象は，嗅覚にも触覚にも強
い特徴を持つパイナップルを用いる。嗅覚と触覚を
観察に影響させるよう，嗅覚グループの生徒に，パ
イナップルを匂わせてから，あるいは匂いながら描
画をさせる。同じく，触覚グループの生徒はパイナッ
プルを触らせてから，あるいは触らせながら描画を
させる。
　心象表現クラスは，観察したこと，感じたことを
自由に表現させる。適応表現クラスは，観察したこ
と，感じたことを伝えたい人物を想定させ，表現の
目的を明確にさせることで描画をさせる。
　パイナップルによる描画体験は，いくつかの描画
体験の内の一つであり，嗅覚と視覚の，触覚と視覚
の感覚間での相互作用の経験知を生徒に持たせるた
めに行う。他の描画体験としては，匂った感じや触っ
た感じをそのまま形と色で抽象的に表現させる体験
も行うものもある。
　本研究の最終で行う，未体験グループを含んだ５
グループによる，同じ環境，条件での描画は，動物
（ハムスター）の観察からの描画を考えている。今
回のパイナップルの観察による描画体験は，生徒の
レディネスとなると同時に，最終的な調査の前段階
で，嗅覚と触覚の影響の傾向を考える上で，あるい
は，表現目的が自己，他者であることの違いによる
影響の傾向の違いを考える上でも，大きな資料とな
る。
（３）小学校での調査結果
　前稿（研究集録160号）では，同様の手順で岡山
大学教育学部附属小学校４年で調査を行った。ただ
し，本稿のように，心象表現クラス，適応表現クラ
スに分けておらず，嗅覚グループと触覚グループと
しての調査のみである。本調査で心象表現，適応表
現のクラスに分けた理由は，学習指導要領で示す学
習内容でそれぞれ「Ａ表現（１）」と「Ａ表現（２）」
として分けられているのは中学校のみだからであ
る２）。
　また，東山明の発達段階の分類では，小学４年は，
「写実の黎明期」にあり，全体を認識していながら
も「この時期の子どもは部分知覚が優勢」３）であ
るため，表現に矛盾な表現が見られる。一方，中学
２年になると，客観的，科学的な思考で，表現全体
に見通しを持って表現する「写実期」に含まれる４）。
　「写実の黎明期」である小学４年での調査の結果，
以下の傾向が見られた５）。
①　嗅覚と視覚の相互作用の影響による傾向
　嗅覚と視覚の相互作用では，「抽象的なイメージ
を想起させる傾向」が見られた。背景の描写や，パ
イナップルの描き方から，具体的なイメージより，
感じたイメージをパターン化したり，記号化したり
するなど，抽象的な表現が多かった。
②　触覚と視覚の相互作用の影響による傾向
　触覚と視覚の相互作用では，嗅覚グループと比較
して，パイナップルの背景の描画率などから，「迫
真性の高い表現」，「周りの空間への意識の高い表現」
への傾向が確認できた。
　これらの，「写実の黎明期」である小学４年から，
次の発達段階である「写実期」の中学２年への傾向
の変化を考察することで，感覚間の相互作用と表現
との関係が，発達段階ごとに明らかになることが想
定される。
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２．調査の方法
（１）調査の手順
　小学４年と同様の手順で調査を実施した。小学４
年との違いは，体験時間と，描画材と，適応表現ク
ラスへの指示の違いの３点である（表２）。
小学４年 中学２年
体験時間
90分
○45分×２回
○連続授業 
100分
○50分×２回
○分割授業
※両方，準備と片付けの時間を含む
描画財 パス，水彩絵の具 ポスターカラー
児童生徒
への指示
小学４年全員
中学２年心象表現クラス
中学２年
適応表現クラス
パイナップルをよく観察
して，感じたことを自由
に B4画用紙に表現しよ
う
パイナップルをよ
く観察して，感じ
たことを○○さん
に伝わるよう，
B4画用紙に表現
しよう
（○○さんを一人
決定しよう）
表２　小学４年と中学２年の調査の違い
①　嗅覚グループ
　ダンボール箱の中にパイナップルを入れ，匂いの
イメージを基に，ワークシート上で混色サンプルを
作らせた。その後，箱から取り出し，パイナップル
を匂いながら，Ｂ４画用紙に鉛筆で下書きをさせた
後，ポスターカラーで表現させた。図１のように，
パイナップに触るときには，ウエスで巻かせ，パイ
ナップルに触れないようにさせた。４名に１セット
ずつパイナップルとダンボール箱を配布した。
②　触覚グループ
　ダンボール箱の中に入ったパイナップルを，箱の
穴から手を入れて触ったイメージを基に，ワーク
シート上で混色サンプルを作らせた後，箱から取り
出させ，さらに図２のようにパイナップルを触らせ
ながら，嗅覚グループと同様にポスターカラーでＢ
４画用紙に表現させた。４名に１セットずつパイ
ナップルとダンボール箱を配布した。
（２）表現体験する生徒について
　表現体験活動を行ったのは，表１のとおり岡山大
学教育学部附属中学校の２年で，他の表現体験や，
最終的な描画調査まで同じ中学２年の生徒に描画表
現させる。
　未体験グループの生徒は，最終的な調査で，未体
験であることを条件にするため，今回のパイナップ
ルの描写を含め，すべての感覚表現体験を行ってい
ない。
　指導は附属中学校の美術担当講師が行った。実施
日は嗅覚グループの心象表現クラスが2014年６月４
日と11日，そのほかの３つのクラスが同６月５日と
12日である。
（３）中学２年の設定理由について
　本研究では，最終的な調査では小学４年と中学２
年を対象にしている。その理由は，前述の発達段階
上の課題を重視して決定した。
　 さ ら に， 遠 藤 友 麗 が エ リ ク ソ ン（Erik 
HomBurger Erikson：1902－1994）の発達段階を
基に1999年にまとめた，「人間の発達課題と美術教
育とのかかわり」によると６），諸感覚や，観察や見図１　嗅覚グループの感覚表現体験の様子
図２　触覚グループの感覚表現体験の様子
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つめることについては，発達段階で顕著な変化が二
回見られるという。10歳前後での諸感覚の発達と観
察表現への関心，15歳前後での「写実欲求の増大」
である。よって，本研究では，小学４年と中学２年
の児童生徒に表現体験活動による調査を実施した。
　遠藤は，中学２年の「造形活動における中心的課
題」では，「客観的（写実的）表現欲求の増大」と
同時に，「心情的観察と客観的観察の重視」が挙げ
られている。観察による写実的な表現への欲求が強
くなる一方，自分の視点と，一般化された他者から
の視点の両方に価値を持つようになるため，本調査
では，心象表現と適応表現を分けて実施した。
（４）パイナップルの設定理由について
　モチーフにパイナップルを使用した理由として
は，前述のとおり，匂いや形状の特徴が大きいため
にイメージを想起しやすいと考えたためである。ま
た，生徒が目に見えない状態で匂ったり，触ったり
しても不安にならないよう日常生活の中で接するこ
との多いパイナップルを選択した。複数の教室で実
施するため，条件の差が生じないよう考慮しながら，
児童の実態に即した指導案を作成した。
　また，パイナップルを使用することを保護者へ書
面で伝え，アレルギー等，触ることができない児童
に配慮して，グループ分けを行った。
（５）嗅覚と触覚の設定理由について
　小学４年でも，嗅覚と触覚のみの限定で実施し，
その比較のためには，同様に行うべきであると判断
した。小学４年での嗅覚と触覚の設定理由は，美術
教育で写生を想定したとき，音の変化が大きい場所
（聴覚）や，食べながらの授業（味覚）を大きく感
じる場面は考えにくいため，本研究では嗅覚と触覚
に限定したことを挙げている。また，嗅覚と視覚と
の相互知覚によって色彩のイメージのパターンがで
きたり（杉山，綾部，菊池2002）７），空間パターン
（spatial pattern）として認識されたりする可能性（工
藤2013）８）がある。また，触覚では，観察対象の表
面状態や環境状況など，描画技法にも関わる重要な
情報を認識する可能性が高いことなども限定した要
因である。
３　調査の結果
（１）ワークシートの結果
　表３のワークシート内に生徒が書いた描いた後で
の感想中の言葉による表現数の結果，および表４の
作品テーマから顕著な結果について述べる。
①　色に関する記述
　小学４年と中学２年では記述の数が逆転し，触
覚グループの記述が51.3％に対し，嗅覚グループが
68.4％と，20ポイント近く高い結果を示している。
また，心象表現クラスの方の記述の率が，嗅覚，触
覚グループとも高くなっている。
②　形態・触覚に関する記述
　表３から，小学４年，中学２年をとおして，形態，
触覚に関する記述ともに，触覚グループの方の記述
率が高い。特に実のトゲと葉の質感と形状について
の記述が多いことが分かる。表４の作品テーマでも
葉の形状などの視覚的な情報に起因するテーマが多
くなっている。
③　嗅覚，味覚に関する記述
　中学２年では，嗅覚グループの臭覚や味覚に関す
る記述が多いことがわかる（表３）。嗅覚に関する
記述ほどではないが，味覚に関する記述でも同様で
ある。また，表４のテーマでも嗅覚グループの生徒
が，匂いや味に関わる主題を挙げる傾向が出ている。
④　心象・イメージに関する記述
　特に中学２年で心や気持ちなど心象に関わる記述
が多かったのが，嗅覚グループである。また，表４
のテーマでもパイナップルのイメージを主題にして
いるのは嗅覚グループである。
⑤　技法に関する記述
　小学４年は，10％に満たなかったが，中学２年で
は，嗅覚グループ，触覚グループとも記述率が20％
を超えている（表３）。グループで比較すれば，嗅
覚グループに比べ触覚グループの方が高い。これは，
小学４年と同じである。また，心象表現クラスに比
べ，適応表現クラスの記述率の方が明らかに高いこ
とがわかる。
　小学４年，中学２年共に，触覚と視覚の相互作用
による表現の方が，技法を意識する傾向がある。ま
た，写実期に入り，表現技法へのこだわりが高くな
る傾向が表れている。適応表現として誰かに伝える
ために，技法を活用しようとしている可能性がある。
⑥　発見したことに関する記述
　表３では，小学４年，中学２年共に気づき等に関
する，嗅覚グループの記述率が高い。しかも，その
多くが心象表現クラスである。自由なイメージで描
く心象表現では，これまでの経験を想起させる嗅覚
であることが導いた可能性がある。
⑦　ポジティブ・ネガティブな記述
　表３から，小学４年，中学２年共に制作に対して
明確に「もっと○○したい」「楽しかった」などポ
ジティブな記述が多かったのが触覚グループであ
る。逆に「難しかった」「しんどかった」などネガティ
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ブな記述多かったのも同じく触覚グループである。
　特に，技法に関する記述と連動して，描画技術へ
の意識とネガティブな記述が影響をしている可能性
がある。
嗅覚グループ
79名
触覚グループ
80名
心象
表現
40名
適応
表現
39名
心象
表現
40名
適応
表現
40名
色数に関する記述
3名
3.8％
5名
12.5％
2名
5.0％
1名
2.5％
5名
12.5％
0名
0.0％
小学４年 28.6％ 45.5％
○茶色っぽい色→薄い黄色→濃い黄色
○茶色から黄色のグラデーション
色の意味に関する記述
54名
68.4％
36名
45.0％
29名
72.5％
25名
64.1％
19名
47.5％
17名
42.5％
小学４年 2.9％ 30.3％
○甘い感じの色　　○パイナップルの微妙な色の変化
色に関する記述の合計
57名
68.4％
41名
51.3％
31名 
77.5％
26名
66.7％
24名
60.0％
17名
42.5％
小学４年 31.4％ 78.8％
陰影に関する記述
2名
3.1％
5名
6.3％
1名 
2.5％
1名
2.5％
3名
7.5％
2名
5.0％
小学４年 22.9％ 36.4％
○葉のところはかげを出すためにグラデーションを使った
形態に関する記述
19名
24.15％
28名
35.0％
11名 
27.5％
8名
20.5％
13名
32.5％
15名
37.5％
小学４年 22.9％ 36.4％
○実が思ったより小さい
○葉がさまざまな向きに向かっている
技法に関する記述
16名
20.3％
21名
26.3％
4名 
10.0％
12名
30.8％
9名
22.5％
12名
30.0％
小学４年 5.7％ 9.1％
○グラデーションをかけたつもりが，出来ていなかった
○立体感がだせなかった　○わざとムラをつくった
表３　ワークシートでの言葉による表現数
発見したこと等の記述
11名
13.9％
9名
11.3％
9名 
22.5％
3名
7.7％
7名
17.％
2名
5.0％
小学４年 8.9％ 0％
○新しい特徴を探すことに努力した
○見た目は茶色，でも中身はさわやかな黄色なのだ
状況に関する記述
7名
8.9％
5名
6.3％
4名 
10.0％
2名
5.3％
5名
12.5％
0名
0.0％
小学４年 0.0％ 0.0％
○時間がたって色が変わっても匂いは変わらない　○新鮮な感じ
ポジティブな感想
4名
5.7％
13名
9.1％
2名 
5.0％
2名
5.3％
8名
20.0％
5名
12.5％
小学４年 5.7％ 9.1％
○においで描くことは今までなくて面白い
○もっとじっくりと形を理解してから描きたい
ネガティブな感想
27名
37.1％
30名
37.5％
14名 
35.0％
13名
33.3％
14名
35.0％
16名
40.0％
小学４年 8.9％ 18.2％
○細かくてよくわからなかった　○とてもむずかしかった
心象に関する記述
12名
15.2％
1名
1.3％
6名 
15.0％
6名
15.4％
1名
2.5％
0名
0.0%
小学４年 2.9％ 3.0％
○心がおちつく　○やさしい感じ　○みずみずしさを表現
嗅覚に関する記述
25名
31.6％
2名
2.5％
14名 
35.0％
11名
28.2％
0名
0.0％
2名
5.0％
小学４年 5.7％ 9.1％
○形を見て絵を描くのではなく，においで描くことを心がけた。
○甘酸っぱい表現ができた
味覚に関する記述
3名
3.8％
0名
0.0％
0名 
0.0％
3名
7.7％
0名
0.0％
0名
0.0％
小学４年 17.1％ 0.0％
○あまずっぱい匂いの感じ
触覚に関する記述
6名
7.6％
24名
30.0％
1名 
2.5％
5名
12.8％
12名
30.0％
12名
30.0％
小学４年 0.0％ 30.0％
○チクチクしたかんじ　　○ドンとした感じ
※ 小学生では「背景に関する記述」があり，嗅覚が8.9％ ,
触覚が6.1％であったが , 中学２年では記述はなかった。
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（１）作品の結果
①　パイナップルの描画の大きさ
　表５は，Ｂ４の画用紙の大きさの中に描かれたパ
イナップルの面積を，Photoshop を用いて計算し，
それぞれのグループの平均を出したものである。
　小学４年は背景を除いた描画面積であるが，触覚
グループが嗅覚グループより10％弱大きくなってい
るのに対し，ほぼ同じ大きさになっている。ただし，
中学２年でも僅かながら，触覚グループの描画面積
が大きい。心象表現クラスと適応表現クラスとの比
較では，僅かながら，適応表現クラスが，嗅覚 , 触
覚グループの両方で描画面積が大きいことが分かる。
画用紙におけるパイ 
ナップルの描画面積の
平均
嗅覚グループ
79 名
触覚グループ
80 名
42.9％ 43.0％
心象
表現
40 名
適応
表現
39 名
心象
表現
40 名
適応
表現
39 名
41.9％ 43.8％ 42.9％ 43.0％
小学 4年 63.6％ 72.1％
表５　画用紙におけるパイナップルの描画面積の平
均
②　使用された色の数
　パイナップルの葉の部分，実の部分，分けて使用
している色の数のカウントを行った。
　色数は，知覚的に等歩度となる PCCS の指標が
示す明度差で，1.0以上の差が確認された場合９），
色数を２とした。今回，彩度差は大きな違いを確認
していない。色相差についても PCCS の示す24色
相環を尺度として使用し，色相番号差１以上の差が
確認された場合色数を２とした。
表４　作品テーマに見られる傾向
嗅覚グループ
79名
触覚グループ
80名
心象
表現
40名
適応
表現
39名
心象
表現
40名
適応
表現
40名
視覚的要素が高いテー
マ
3名
3.8％
14名
17.5％
0名 
0.0％
3名
7.7％
8名
20.0％
6名
15.0％
小学４年 2.9％ 21.2％
○破れるパイナップル　○黄金のパイナップル　○黄色と緑
嗅覚的要素が高いテー
マ
5名
6.3％
0名
0.0％
1名 
2.5％
4名
10.3％
0名
0.0%
0名
0.0％
小学４年 25.7％ 6.1％
○においがすごくするパイナップル　○くさいパイナップル
味覚的要素が高いテー
マ
9名
11.4％
3名
3.8％
6名 
15.0％
3名
76.9％
0名
0.0％
3名
7.5％
小学４年 2.9％ 6.1％
○おいしそうなパイナップル　○とっても甘いパイナップル
触覚的要素が高いテー
マ
2名
2.5％
4名
5.0％
2名 
15.0％
0名
0.0％
2名
15.0％
2名
15.0％
小学４年 2.9％ 6.1％
○ちくちくパイナップル　○さらっとしたパイナップル
パイナップルのイメー
ジ
14名
17.7％
12名
15.0％
8名 
20.0％
6名
15.4％
6名
15.0％
6名
15.0％
小学４年 25.7％ 6.1％
○甘いスィートパイナップル　○新鮮なパイナップル
物語性のあるテーマ
8名
10.1％
13名
16.3％
6名 
15.0％
2名
5.2％
4名
10.0％
9名
22.5％
小学４年 5.7％ 60.6％
○小さくたたずむパイナップル　　○南の王様　○孤独
言葉遊びからのテーマ
4名
5.1％
3名
3.8％
3名 
7.5％
1名
2.6％
2名
15.0％
1名
2.5％
小学４年 5.7％ 3.0％
○パイナポー　○パパパイン
表現技術からのテーマ
2名
2.5％
3名
3.8％
0名 
0.0％
2名
5.2％
2名
15.0％
1名
2.5％
小学４年 0.0％ 0.0％
○淡いパイナップル　　○立体的なパイナップル　
○みかん（未完）のパイナップル　
「パイナップル」のみ
19名
62.0％
13名
16.3％
6名 
15.0％
13名
33.3％
8名
20.0％
5名
12.5％
小学４年 0.0％ 0.0％
※ 一つのテーマに複数の属性が含まれる場合，すべての属
性でカウントしている。
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ａ　嗅覚グループと触覚グループの比較
　図３は , 生徒が葉，実を描いた際に使用した色数
の分布である。横軸が色の数を示し，縦軸は横軸で
示した色の数を使用した生徒数を示している。
　上のグラフが葉の描写で使用した色の数で , 下の
グラフが葉の描写で使用した色の数である。
　図３で丸と実線が示しているは，嗅覚グループの
分布であり，三角と破線が示しているのは，触覚グ
ループの分布である。
　描画時間の関係もあり，臭覚，触覚グループ共使
用した色数は多くない。下のグラフの実の描写では，
やや嗅覚グループの使用した色数が多いことが分か
る。
　また，注目すべきは，触覚グループで一色も使用
していない生徒がいることである。描画の様子から
であるが，触覚グループの生徒は，鉛筆での細密な
描写に多くの時間を割いたことの結果である。
　小学４年も同様に，嗅覚グループの児童の色数が
葉，実，背景の描写を通して多い結果となっていた。
図３　色数分布（嗅覚グループ・触覚グループの
比較）
ｂ　心象表現クラスと適応表現クラスの比較
　図４も，上のグラフが葉の描写で使用した色数で ,
下のグラフが葉の描写で使用した色数である。丸と
実線が示しているは，心象表現クラスの分布であり，
三角と破線が示しているのは，適応表現クラスの分
布である。
　分布から，心象表現クラスの生徒の使用した色数
と比較して，適応表現クラスの生徒の方が多いこと
が分かる。
③　作品の特徴
ａ　嗅覚グループ（心象表現クラス）
図４　色数分布（心象表現クラス・適応表現クラ
スの比較）
図５　嗅覚・心象　作品１
図７　嗅覚・心象　作品３
図６　嗅覚・心象　作品２
図８　嗅覚・心象　作品４
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　図５から図８は，嗅覚グループでかつ心象表現ク
ラスの生徒作品である。
　このクラスの大きな特徴としては，葉や実の表面
の描写について，一つひとつ描写するのではく，文
様を描くように，パターン化している作品が多いこ
とである。図５のように，実の表面を格子状に描い
たり，図10のように，波線として描いたりしている。
観察による描画より，印象やイメージを記号化した
描画に近い。図７の生徒も，葉なども迫真性を持っ
て描いているが，実の部分は，観察ではなく，パター
ンで区切り分けている。
　また，葉や実の全体を淡色で塗った後で，縁取り
を入れるかのように小さい実や，一枚一枚の葉を描
いている。細部のディテールの正確さや迫真性より
も，イメージを表現していると言える。
　小学４年の，嗅覚クラスも同様に，パターン化し
て描いている。
b　嗅覚グループ（適応表現クラス）
ずつ描くのではなく，縁取りで描くようにパターン
化して描いている。心象表現クラスに比べ，葉や小
さい実ごとを縁取った後，図９や図10のようにトゲ
などに説明的な描写を加えている作品が多く見られ
る。図11や図12では，縁取りの後，同じ塗り方で葉
一枚ずつ，実一つずつに色を加えている。観察によ
る描画より，丁寧なパターン表現に近い。
ｃ　触覚グループ（心象表現クラス）
図９　嗅覚・適応　作品１
図13　触覚・心象　作品１
図11　嗅覚・適応　作品３
図15　触覚・心象　作品３
図10　嗅覚・適応　作品２
図14　触覚・心象　作品２
図12　嗅覚・適応　作品４
図16　触覚・心象　作品４
　図９から図12は，嗅覚グループでかつ適応表現ク
ラスの生徒作品である。a 同様，嗅覚グループの作
品は，観察の上で葉や，小さい実を一枚ずつ，一つ
　図13から図16は，触覚グループでかつ心象表現ク
ラスの生徒作品である。このクラスは縁取りの作品
が少なくなり，観察によって葉の形が一枚ずつ描い
ている。縁取りの代わりに，色の変化によって，境
界を表現している。また，観察による表現で時間が
かかる，あるいは技術的に困難な状況が生まれるな
どの理由で，図15のように，時間内に描ききれなかっ
た作品の割合が，嗅覚グループを通して多い。
　小学４年の触覚グループの作品も同様に，葉や実
が，一つひとつ描写されていた。実の表面の描写は，
トゲの部分まで観察よる再現を試みながら描こうと
している作品が多い。その結果，細部の観察のため，
嗅覚グループと比較し，実全体としてはバランスが
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とれず，崩れている作品も見られた。中学２年では
バランスを崩している作品はなかった。
ｄ　触覚グループ（適応表現クラス）
　図17から図20は，触覚グループでかつ適応表現ク
ラスの生徒作品である。
　このクラスでは，図17，図18のように，実はパター
ン化した描き方をしているが，葉については，一枚
一枚観察によって描く作品や実の部分まで着色され
ていない作品が多く見られた。
　触角グループでは，観察によって迫真性の高い作
品をめざす生徒が多いが，さらに適応表現で他者へ
の説明が加わることで，より技術的に困難な状況と
なった可能性がある。パターン化や描き残しは，描
画時間が足りなくなったためであるとも言えよう。
　触覚グループのもう一つの特徴として，観察によ
る表現，パターン化した表現ともに，実の端の表現
が，向こう側に回り込むように立体感のある表現と
いて描いていることである。
４．調査の考察
　本調査の中学２年の結果と前稿の小学４年の調査
図17　触覚・適応　作品１
図19　触覚・適応　作品３
図18　触覚・適応　作品２
図20　触覚・適応　作品４
の結果から，視覚と，嗅覚または触覚との感覚間相
互作用による描画への影響の傾向，および，心象表
現としての指示と適応表現としての指示の影響の傾
向が確認できた。ただし，ここで述べる傾向は普遍
的な傾向ではなく，パイナップルを恣意的に嗅覚あ
るいは触覚を観察に影響させた上で表現させた活動
での傾向であり，嗅覚と触覚のそれぞれの相互作用
を比較して述べたものである。
（１）嗅覚と視覚の相互作用の影響による傾向
①　表現者のイメージや体験を想起させる
　嗅覚と視覚の相互作用は，表現者のイメージや体
験を想起させる可能性がある。特に，表現体験後の
記述でも，心象的な記述が多いのが嗅覚グループの
生徒である（図３）。作品でも，黄色のイメージや
茶色のイメージで着色をした後が伺える。色や形態
から意味を考えて描いた生徒が多く見られた。同時
に，格子模様や波線でのパターンの縁取りは，これ
までの経験知からの表現であろう。これらは触覚グ
ループに少ないことから，嗅覚と触覚による相互作
用である可能性が高い。
②　色への意識への関連付け
　中学２年では，触覚グループより，色への意識
や関連付けを強く持っていることが分かる。表３
のワークシートへの色の記述では触覚グループの
51.3％に対して，触覚グループは68.4％と20ポイン
ト弱の差がある。使用した色数を比較すると，図３
のとおり，嗅覚グループの色数が多いことが分かる。
　作品では，表現者の経験知から，観察をとおして
想定される意匠を基に描いていることから，嗅覚と
経験との関連の追究が今後研究の方向性の一つとし
て考えられる。
（２）触覚と視覚の相互作用の影響による傾向
①　迫真性への意識の高まり
　写実期の中学２年にとって，触覚は観察による迫
真性をめざす表現の技法的な一助となっている可能
性がある。
　根拠としては，二つ挙げられる。
　一つは，ワークシートで迫真性を出すための表現
技術に関する記述が嗅覚グループより多く見られ，
その表現技術への意識から「うまく出来た」などポ
ジティブな記述も多く見られたことである。
　もう一つは，葉の重なりや小さくトゲのある実の
集まりを一つずつ観察して描いていることである。
そのため，時間配分が難しく，すべてが着彩できな
いまま終わっている作品が嗅覚グループと比較して
多いことである。
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②　立体感のある表現
　さらに，小学４年との共通の傾向として，パイナッ
プルの回り込みの表現など，立体感が見られること
である。
（３）心象表現として描く指示の影響による傾向
①　色によるイメージ表現
　嗅覚，触覚グループともに，ワークシートでは色
についての記述が多いことから，見たこと，感じた
ことを自由に表現することで，形よりも色の持つ意
味や経験上のイメージから表現しようする傾向が見
られた。
②　概念による表現傾向
　作品では，観察より概念によって，パイナップル
を描画する傾向があった。
　例えば，嗅覚グループの作品は，心象表現，適応
表現ともに，概念的にパターン化されているが，パ
ターン化された記号の中に，色で現実に近づけよう
と表現している（図11）。適応表現クラスに対し，
心象表現はさらに記号を加える（図４）ことで表現
した作品が多かった。
（４）適応表現として描く指示の影響による傾向
①　使用する色数が多い
　誰かに，見たことや感じたことを伝えるための適
応表現クラスでは，嗅覚 , 触覚グループともに使用
する色数が多い。今回の調査では，パイナップルを
表現するために，広い色相から色を選択して表現し
ているのではなく，茶や黄，緑による混色が多いこ
とである。より迫真性を出そうとしていることが分
かる。
②　描く情報量が増え，描画面積が広がる
　自己の思いを伝えるために，より感じた形，イメー
ジを強く表現していることである。例えば，触覚グ
ループの作品では時間配分を考えずに観察による写
生で迫真性を高めようとしており， そのために描く
情報量が増えるためか，描画面積が広くなる結果と
なっている。
　
５．まとめ
　考察から，中学２年の心象表現，適応表現ごとに，
嗅覚および触覚と視覚との感覚間相互作用の調査に
よって，８つの傾向を整理した。前稿の小学４年の
調査とあわせ，他の感覚表現後の最終的な調査の結
果の仮説として意味を持つ。
　前稿で触れなかった，心象表現，適応表現の別を
設定した調査によって，自己の思いを表現すること
や他者に伝えることなどの表現の目的ごとに，感覚
間相互作用による表現の傾向が変化する可能性が確
認できたことは大きな成果である。
　表現目的と，感覚間相互作用の相関性を新たな課
題として，研究の流れを再考し，造形表現活動での
児童生徒の思いや主題に，より一層寄り添った指導
や支援のための研究を進めるための契機となった。
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